
大津町独自の計画は、「大津方式」と
　役場が作る「地域福祉計画」と、社会福祉協議会（以下「社協」）
が作る「地域福祉活動計画」。大津町が作ったこの2つの計画は、
2つが1つの計画になっているような、混然一体の形になってい
るのが特徴です。これは役場と社協が協力しないとできません。
　平成15年頃から県内で計画の策定が始まりました。そのと
きに「大津町では独自の計画を進めていこう」と話し、計画策
定に参加してきました。結局、策定には3年以上かかりました。
計画を実施しながら計画書を作っていった「生きた計画書」です。
私は、このやり方を「大津方式」と呼んでいます。
　熊本県は、地域福祉計画と地域福祉活動計画の策定率は高い
数値を示していますが、このような策定方法はありません。全
国でも数少ない意欲的な取り組みだと思っています。

座談会という生きた意見を出す地域福祉
　住民が動けるきっかけを作っていくのが座談会です。住民は、
きっかけができるのを待っています。それをお手伝いするのが
行政であり社協なのです。
　座談会で住民の皆さんのお話を聞こうとすると、細かい課題
も出てくるし、普段意見を言わないような人も課題を出してく
れるんです。お互いが顔を合わせて、つぶやきを集めて、みん
なの座談会になっていますね。
　誰もが専門家であり、当事者です。東日本大震災以降、防災
の強化も求められています。地域の人たちが「自分たちを助け
合う固まり（集団）は何になるのだろうか」と考えています。座
談会を含めた地域福祉は、自分たちのエネルギーを再確認する
ものです。今後行われる「お試し座談会」などを活用して、まず
は地域のみんなでテーブルを囲んでみませんか？

この地域の特徴は、
地域の個性を生かし た活動をしていること

「
ち
ょ
こ
っ
と
」な
ら
で
き
る
　

　
多
々
良
地
区
は
鑪た
た
らと
も
書
き
、
以
前
は

砂
鉄
精
錬
炉
が
あ
っ
た
場
所
と
さ
れ
て
い

る
。
平
成
19
年
度
か
ら
地
域
福
祉
計
画
の

モ
デ
ル
地
区
指
定
を
受
け
、
座
談
会
と
同

時
に
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
そ
の
都
度
、
次

回
の
内
容
や
開
催
日
を
決
定
し
、
無
理
し

な
い
よ
う
に「“
ち
ょ
こ
っ
と
”ず
つ
で
き

る
こ
と
を
、
で
き
る
範
囲
で
」を
合
言
葉

に
実
施
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
内
容
は
多

彩
で
、先
祖
ま
つ
り
・
夏
祭
り
・
門
松
や
し

め
縄
や
納
豆
作
り
・
ど
ん
ど
や
な
ど
区
内

行
事
と
併
せ
て
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
地
域
の
看
護
師
が
、
サ
ロ
ン
開
催
日
ご

と
に
ま
と
め
た
２
年
間
の
血
圧
デ
ー
タ
は
、

参
加
者
の
健
康
管
理
に
役
立
っ
て
い
る
。

毎
年
夏
祭
り
は
、
町
外
や
県
外
で
就
職
し

た
子
ど
も
た
ち
の
帰
省
が
多
い
８
月
13
日

に
開
催
さ
れ
、
懐
か
し
い
地
域
住
民
の
集

ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
毎
月
開
催
し
て
い
る「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」で
は
、
や
り
た
い
こ
と
や
話
す
こ
と

が
多
す
ぎ
て
、
毎
月
１
回
で
は
足
り
な
い

く
ら
い
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
の
立

ち
話
の
中
か
ら
、「
散
歩
す
る
高
齢
者
が

多
い
の
で
、
ち
ょ
こ
っ
と
休
め
る
ベ
ン
チ

が
欲
し
い
」と
の
会
話
か
ら
、
地
元
の
大

工
さ
ん
が
廃
材
を
活
用
し
て
、す
ぐ
作
成・

設
置
し
た
。
不
法
投
棄
が
多
く
て
困
っ
て

い
た
と
き
、
不
法
投
棄
が
多
い
場
所
に
鳥

居
を
建
て
る
と
効
果
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

早
速
作
成
し
て
設
置
。
あ
る
時
は
、
防
災

訓
練
で
、
消
火
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て
も
届

か
な
い
家
が
あ
っ
た
の
で
、
消
火
栓
を
増

設
す
る
準
備
を
行
い
、
そ
の
消
火
栓
の
上

に
電
燈
が
な
か
っ
た
の
で
、
防
犯
灯
の
設

置
の
準
備
を
す
る
な
ど
、“
ち
ょ
こ
っ
と
”

ず
つ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

心
か
ら「
や
っ
て
良
か
っ
た
」と

　
「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
話
し
合
っ
て

い
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
と
に
か

く
始
め
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」と
多
々
良
地
区
の
古
庄
章
一
郎
区

長
は
、
活
動
開
始
当
初
を
思
い
返
し
な
が

ら
話
し
た
。
多
々
良
区
が
最
初
に
行
っ
た

の
は
、
森
地
区
の
サ
ロ
ン
活
動
の
視
察
だ
。

そ
の
様
子
を
見
て
、
こ
れ
な
ら
自
分
た
ち

に
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
サ

ロ
ン
の
開
催
に
踏
み
切
っ
た
。

　
サ
ロ
ン
の
中
で
話
に
出
た
こ
と
は
ほ
ぼ

実
行
で
き
た
。
大
き
な
こ
と
が
で
き
な
く

て
も
、
小
さ
い
こ
と
は
1
0
0
％
実
行
し

て
い
る
。
散
歩
を
す
る
高
齢
者
の
休
憩
用

に
作
ら
れ
た
ベ
ン
チ
は
、
活
動
の
中
で
出

た
話
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
た

も
の
。
集
会
所
の
入
り
口
に
設
置
さ
れ
て

い
る
傘
立
て
も
、
必
要
だ
と
い
う
話
を
聞

い
て
す
ぐ
に
作
成
し
た
。

　
は
じ
め
は
不
安
も
あ
り
、
活
動
開
始
ま

で
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
今
は
み
ん
な

が
小
地
域
福
祉
活
動
を
進
め
て
き
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。「
老
後
の
た
め

に
も
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」と
古
庄
区
長
は
み
ん
な
と
笑
っ
た
。

多
々
良
地
区

10
～
20
年
後
の
楽
善
の
た
め
に

　
楽
善
地
区
は
、
平
成
19
年
度
に
地
域
福

祉
計
画
の
モ
デ
ル
地
区
指
定
を
受
け
、
住

民
座
談
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
地
区
は
比
較
的
新
し
い
住
宅
地
な
の

で
、
現
在
の
生
活
に
特
に
困
っ
て
い
な
い

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
回
を
重
ね
て
、

10
年
～
20
年
後
の
楽
善
を
考
え
て
い
く
う

ち
に
、
少
子
高
齢
化
や
交
通
手
段
が
な
い
、

顔
見
知
り
が
少
な
い
な
ど
の
心
配
ご
と
が

数
多
く
挙
が
っ
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
の
モ
デ
ル
地
区
で
あ

る
森
地
区
に
な
ら
っ
て
、
中
学
生
以
上
の

全
区
民
を
対
象
に
行
っ
た
福
祉
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
、
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
こ

と
で
、
今
の
う
ち
か
ら
近
隣
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
、
今
後
の
楽
善
区
を
よ
り
良
く
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
が
深
ま
っ
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
主
眼
に
、

今
後
は「
祭
り
実
行
委
員
会
」の
立
ち
上
げ
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
区
民
を
巻
き

込
ん
だ「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
テ
ナ
回
収
」、
豊

富
な
人
材
を
活
用
し
た「
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ

デ
イ
の
充
実
」、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
を
広
め
る
た
め
の「
広
報
」の
工

夫
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
座
談
会
参
加
者
は
月
に
一
度
集
う
こ
と

で
顔
見
知
り
に
な
り
、
今
や
恒
例
と
な
っ

た「
近
況
報
告
」は
、
参
加
者
相
互
の
距
離

を
縮
め
る
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
、
座
談
会

参
加
者
だ
け
で
な
く
楽
善
区
全
体
に
広
め

よ
う
と
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
楽
し
み
な

が
ら
進
め
て
い
る
。

人
が
変
わ
り
、
思
い
は
広
が
る

　

高
齢
に
な
っ
て
車
を
運
転
で
き
な
く

な
っ
た
ら
―
。
そ
ん
な
将
来
が
不
安
で
あ

り
、
だ
か
ら
こ
そ
今
か
ら
行
動
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
楽

善
区
の
水
上
克
洋
区
長
は
語
る
。

　
楽
善
地
区
は
昨
年
か
ら「
若
草
児
童
学

園
夏
祭
り
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
。

小
地
域
福
祉
活
動
の
開
始
以
降
、
祭
り
の

参
加
者
は
増
加
し
、
水
上
区
長
は
地
域
や

家
族
の
つ
な
が
り
、
若
草
児
童
学
園
の
子

ど
も
た
ち
や
先
生
と
の
つ
な
が
り
を
強
く

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
座
談
会
の
メ
ン
バ
ー
は
毎
年
入
れ
替
わ

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
地
域
福
祉
に
関
わ
っ

た
人
数
は
延
べ
1
0
0
人
に
の
ぼ
る
。
地

区
の
人
口
の
約
6
分
の
1
が
地
域
福
祉
に

触
れ
る
き
っ
か
け
を
得
た
の
だ
。
楽
善
区

で
は
、
以
前
の
座
談
会
の
メ
ン
バ
ー
が
コ

ン
テ
ナ
回
収
な
ど
の
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。

　
「
歴
代
の
区
長
さ
ん
や
地
域
福
祉
推
進

委
員
さ
ん
の
思
い
や
取
り
組
み
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
役
場
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
形
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
活
動
を
少

し
で
も
継
続
さ
せ
、
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
で
す
ね
」と
水
上
区
長
は
先
駆
者
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

楽
善
地
区

㈲ひとちいき計画ネットワーク
代表取締役
熊本県地域福祉推進サポーター
（熊本県社会福祉協議会委嘱）、
技術士（都市および地方計画）、
一級建築士
県、市町村のまちづくり、地域
計画、都市計画策定を支援。近
年では、市町村、社会福祉協議
会などの地域福祉推進にかかわ
る住民ワークショップや地域住
民活動支援に参画。

人に個性があるように、地域も地域の特性がある。

地域の人が、地域のメリットとデメリットを話し
合い、自分たちが行動したことで、問題が解決し、
笑顔が生まれた―。ここでは、小地域福祉活動を
長年続けた多々良地区と楽善地区を紹介する。

佐さ

伯え
き

謙け
ん

介す
け

さ
ん

↑新しい公民館で、できたばかりのの傘立てと一緒に

↑どの地区でも「はじめの一歩」がある　初年度の説明会

町
中
部
に
位
置
す
る
楽
善
地
区
は
、
人
口
６
４
７
人
。

４
歳
以
下
人
口
32
人
。
高
齢
化
率
18
・
５
％
の
地
域
。

（
平
成
23
年
７
月
末
現
在
）

町
北
部
に
位
置
す
る
多
々
良
地
区
は
、
人
口
１
０
２
人
。

４
歳
以
下
人
口
３
人
。
高
齢
化
率
27
・
５
％
の
地
域
。

（
平
成
23
年
７
月
末
現
在
）

水み
ず

上か
み

克か
つ

洋ひ
ろ

区
長

古ふ
る

庄し
ょ
う

章し
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

区
長

特
集
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